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図 1. 南砺市と城端の位置 
（南砺市役所ホームページより）
http://www.city.nanto.toyama.jp/webapps/www/map/index.html 














































                図 3．城端地域の人口の推移 
（富山県ホームページ統計データ 
http://www.city.nanto.toyama.jp/webapps/www/secfolder/johoseisaku/toke






各年 4月 1日現在、H16のみ 11月 1日現在 
（南砺市ホームページ「南砺市の統計」
http://www.city.nanto.toyama.jp/webapps/www/secfolder/johoseisaku/tokei_top.ht









図 5．世代別人口構成   
（富山県ホームページ統計データ 
http://www.city.nanto.toyama.jp/webapps/www/secfolder/johoseisaku/tokei
_top.htm 2011年 8月 14日閲覧をもとに作成） 
 
図 6 に城端の産業別就業者人口を示したが、第 2 次産業と第 3 次産業が全体の 9 割
以上を占めている。 
城端の第一次産業の就業者数が全体の就業者数に占める割合は 7.5%である（図 6）。
就業者数は 385 人で、うち 381 人が農業に従事している。城端は「名水コシヒカリ」
などの米の産地であり、ほかに干し柿や赤かぶなどの生産がさかんである。 




で 10 数軒あった絹織物工場は、現在は 2 軒までに減少している（詳しくは第 11 章を
参照）。 








図 6. 城端町の産業別人口の割合   
（富山県ホームページ統計データ 
http://www.city.nanto.toyama.jp/webapps/www/secfolder/johoseisaku/tokei_top.htm 
2011年 8月 14日閲覧をもとに作成） 
 





























































































































































































  『南砺市役所ホームページ 城端地域 お知らせ』（2011年 12月 2日閲覧）  
http://www.city.nanto.toyama.jp/webapps/www/event/detail.jsp?id=1901 



























































城端曳山祭はゴールデンウィーク中の 5月 4日と 5日に行われる。2005年までは 5
月 14 日と 15 日に行われていたが、最近では曳山の曳き手を確保することが難しくな
ったため、2006年からはゴールデンウィーク中の 5月 4日と 5日に期日が変更されて
いる。 
 
4-2. 4日 宵祭り 
4 日の宵祭りでは 6 町の御神像が山宿に飾りつけされ一般に公開される（写真 1）。
山宿についてはあとで詳しく記述することにする。18 時からは、御旅所で若連中によ


























































































































































































































































































































































































































































図 1. 千枚分銅山の模式図          写真 1. 千枚分銅山  
 















































































                     
 
 
写真 3. 桂湯             写真 4. 町まわりの様子 
 













4. 平成 23年度城端曳山祭 
 
 ここでは平成 23年度の曳山祭の概要を紹介する。 
 













庵歌の所望は午前中に 12か所、午後に 15か所、夜に 14か所で行われた。 













































































た。以下では 5 月 3 日と 4 日の祭りの準備について、山宿のしつらえとそれと並行し
て行われた曳山や庵屋台の組み立てや準備の様子について記述する。 
 
































































































































60 代の曳き方の男性は「7 から 8 年来ている。曳くのは楽しい」と語り、福光から













































































































































































































































































































































                                                  










































曲は、初めは 3曲のみだったが今は大きく分けて 5曲ある。さらに 5曲のうち 2つ

































    













































































































 前日は午後 3時から公民館で準備を始める。神輿渡御を行う年は午後 1時から準備を
始める。前日の準備は、明和会と壮年会のメンバーで行う。 
≪前日行うこと≫ 
・ヨタン作製        ・傘鉾の飾りつけ 
・わらじ作製        ・ゆで卵作り 

























   写真 4 ヨタンの作成           写真 5 衣装の準備 
  
  
   写真 6 わらじ作り            写真 7  飾りつけ 
 
 
  するめ（奇数枚)     塩      酒     赤飯     ウド 
 




















 当日は午前が曳山の露祓いで、午後は町内を回る。今年は大人 41人、子供 12人が
参加した。巡行図と 1日のタイムテーブルは以下のとおりである（表 2、図 3)。 










































































が準備されていた（写真 9)。全員がそろって昼食をとる（写真 10)。 
  
  






































































































































































































































良店会が主催者となって、同年の 9月 15日に第 1回むぎや祭りが開催された。この祭
りが定着して、以来、毎年、祭りがおこなわれるようになった。2000 年からは、麦屋
節をよさこい風にアレンジした「じゃんとこいむぎや」が祭りに加わるようになる。調





































































 13:00～14:00 むぎや踊り講習会 
 14:00～21:15 むぎや踊り競演会 
 14:00～21:30 町並み踊り 






















 9:00～14:45 麦屋節コンクール全国大会 
 13:00～14:00 むぎや踊り講習会 
 14:00～21:30 むぎや踊り競演会 
 14:00～21:30 町並み踊り 
 15:00～15:20 むぎや新歌詞表彰・披露 
 19:00～20:00 パレード 














 寺田 未佳 
 







































い面積を持ち、人口も多い。野下町の世帯数は平成 23年 9月時点で 106世帯、人口は









役職 役割 人数 
顧問 祭の運営、監督 11人 
運営委員 運営の中心 8人 
むぎや実行委員 祭の運営 16人 
祭り競演会推進委員長 競演会の企画 1人 
企画委員 祭の企画 2人 
踊り指導者 踊り指導 12人 
地方指導者 地方指導 2人 
舞台演出委員 舞台の演出、出演 13人 
じょうはな座委員 じょうはな座公演での運営、管理等 8人 
屋台運営委員 屋台準備 10人 
児童指導委員 児童の踊り子の指導 3人 
行灯準備委員 行燈の準備 2人 
化粧衣装委員 踊り子の化粧、衣装の着付け 16人 
実行委員婦人部 飲食物準備、衣装準備等 3人 



























































ぎや節と古代神という民謡の 2曲を踊る。今年参加していたのは 20代から 30代の男
性の計 6名で、高校生の参加はなかった。高校生以上の女子が参加するグループは「一
般女子」と呼ばれる。一般女子が踊る曲数がもっとも多く、むぎや節、古代神、四つ竹
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写真 3.添え木の打ち込み作業       写真 4.路上に掲げられた行燈 
 
6-1-2. 踊りのタイムスケジュール 












































































































































































































































































































































三味線(写真 2) 3人 
太鼓 1人 
四ツ竹（写真 2） 1人 
























































 練習は 19 時 30 分から、西下町の公民館で行われる。練習は、幼稚園から小学二年
生までの手踊りから始まり、小学生の麦屋節、中学生の古代神、一般女性、一般男性の









4-1. 幼稚園から小学二年生の「麦屋節」の手踊り（19時 30分） 






















































































5-1. 祭り一日目（9月 17日） 
 祭りの一日目の 9月 17日の西下町の祭りの流れは以下の表のとおりである。 
 




































5-2. 祭り二日目（9月 18日） 
 2日目の 9月 18日の西下町の祭りの流れは以下のとおりである。 




















































































































































































































































































































出場チームは、A,B,Cの 3つのゾーンで各 1回ずつ、計 3回の演舞を行う。A,B,Cゾ
ーンとは演舞を披露する 3か所の会場の名称である。Aゾーンは新町から曳山会館前、





                   東部体育館 

























曳山会館 富山県  
信用組合 



























































































































   
図 4. 城端からの参加者の年齢の割合   図 5. 城端以外の参加者の年齢の割合 
 
図 4と図 5から、城端からの参加者、城端以外の参加者ともに 20代から 30代の参





     















図 8. 参加チームの県別の割合 
 














































































































 「じゃんとこいむぎや」の当日の主なスケジュールは、表 1のとおりである。 
 
















午前中は、図 1で示した A,B,Cゾーンの 3会場の設営が並行して行われる。A,Bゾ
ーンの会場設営では、会場を示す看板、アナウンスのためのテント、スピーカーが設置































写真 5. Bゾーンでの演舞風景 
 




の審査員によって審査が行われる。審査基準は、次の表 2 の通りである。審査には 30
分ほどの時間がかかった。 
 











































































































































































































































































13 町に分かれている。13 町というのは旧町（概要の「旧町」を参照）と呼ばれる 10
の町に大宮野と川島と南町を足した地区区分である。 
 
































三役とは、13 町におかれる婦人会の役員である。町ごとに 3 名が選ばれ、各町での
行事の運営や執行部との連絡の受け渡し等を行う。選ばれた 3人は会長、副会長、会計
の役職に振り分けられる。1つの町は 6つの「群」に分けられ、6群のうち奇数群から
































































































































図 3. 執行部、三役、ハシリの関係 
 
3-3-3. 会合 










表 1. 城端婦人会の年間活動 






































     
 
図 4. 2011年度の婦人会加入率 





















































































































     
写真 1. ある町のむぎや祭の練習風景（写真手前は世話をする婦人会会員） 
 

























































































































































































      






























































































た か し み ず
山系の海抜 830 メートルの地点に、城端の人々の水に
ついての伝統的な認識を考察する上で重要な縄ヶ池




























































































写真 2. 蓑谷旧公民館の石碑 
 

























































ふ か ん ど う
」の存在がそれを示している。ここでは、城端北部の是
安という農村地域にある越中五社大明神不吹堂
















































































写真 3. 級長戸辺神社の入り口 
 
4-2. 不吹堂と地域住民のつきあい 
 不吹堂では 7月 15日に風鎮祭があり、その祭りは敬神会に所属している人が優先的
に集められるが、地域住民も気軽に参加することができ、地域の住民からはこの祭りは
「不吹堂





































































































































































































































































































































3-1. 城端別院善徳寺と虫干法会  






















































































    
   
写真 1. 鯖ズシ小屋と桶       写真 2. 飯を塩水でほぐす様子 
          

































































































































































































































築年数 建てられた年 戸数 
20年以下 1991年～ 1 
21年～30年 1981年～1990年 0 
31年～40年 1971年～1980年 4 
41年～50年 1961年～1970年 3 
51年～60年 1951年～1960年 2 
61年～70年 1941年～1950年 3 
71年～80年 1931年～1940年 0 
81年～90年 1921年～1930年 2 
90年以上 1920年以前 2 
納屋 




図 3. 敷地の中の建物の例 
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築年数 建てられた年 戸数 
20年以下 1991年～ 3 
21年～30年 1981年～1990年 1 
31年～40年 1971年～1980年 3 
41年～50年 1961年～1970年 2 
51年～60年 1951年～1960年 2 
61年～70年 1941年～1950年 1 
71年～80年 1931年～1940年 3 
81年～90年 1921年～1940年 0 









































図 6. 町部の家屋の間取りの例 図 7. 西新田で見られた車庫の中に
玄関が入っている例  
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二階 庭 祭礼の部屋 生活の部屋 
農村 比較的に
広い 
横長 狭い 家の周囲 南側 北側、東側 
町 比較的に
狭い 







































































2-1. 国道 304号線と拡幅事業の概要 
国道 304号線とは石川県金沢市の森本 IC 入り口の交差点から、富山県南砺市の下梨
交差点までを結ぶ、総延長 40.4キロメートルの道路である（図１の Aと Bの区間）。
この道路は途中、城端駅前や城端市街地を通っている（図 2）。道路を拡幅する前の幅












の拡幅がおこなわれて、2008 年に出丸から南町までの 1340 メートルにおよぶ拡幅整
備が完了し、幅員が現在のように 17メートルとなった（表 1）。 
 
 






図 2. 城端市街地を通る 304号線 
 
表 1. 304号線拡幅事業経過 
1980（昭和 55）年 国が都市計画案を決定 





1998（平成 10）年 西上町下口着手   
  東上町内着手   
  西下町内東側着手   
1999（平成 11）年 西下町内西側着手 東上町内竣工 
2000（平成 12）年 大工町町内着手   
  新町町内一部着手   
2002（平成 14）年 大工町町内竣工  
2003（平成 15）年 出丸町竣工 
2004（平成 16）年 南町町内着手 新町町内竣工 
2005（平成 17）年 南町町内ほぼ竣工 




















































































































写真 3. 城端の土蔵の景観 
 
3-1. 再開発の概要 












































表 1. 再開発事業の経過（西上地区） 
1995（平成 7）年 3月 国道 304号路線発表 































































































































































































































































































































































































































































表 1. 全国の繭の生産量と絹織物の生産量 
全国（ｔ） 625 全国（ｔ） 3,026
群馬県 278 京都府 1,729
福島県 75 福井県 184 
埼玉県 54 新潟県 182 































































別の 70代の女性 Bさんも絹織物工場で働いていた経験を持つ。Bさんは昭和 34年
から定年までの 30年以上を女工として働いていた。「朝 6時から夜 10時まで朝と夜の
二交代制、週替わりの仕事だった」、「娘時代から結婚後の期間働いていたそうで、1度
辞めたとしても、再度復帰できるほど、仕事が十分にあった」と話す。Bさんが勤めて


























































































































































































































































































1991年 3月 水車を復活させると話がもちあがる。 
1991年 5月 第 1号水車誕生、その後続々と水車がつくられる。 
1992年 4月 理休「水車の会」が誕生する。水車のある道沿いが「水車ウォッ
チングロード」と命名される。 
1992年 7月 女性たちの「水車の会レディース」が結成される。 
1992年 8月 地方万博「ジャパンエキスポ富山」に水車を出展する。 
1992年 9月 むぎやパレードに「水車の会レディース」が出場する。 
1993年 2月 「水車音頭」が作られる。 
1993年 7月 「93’城端水車まつり」が開かれる。 
1994年 7月 水車公園が建設される。 






        


























図 2. 城端地区における水車の位置 
 
3-2. 水車の会の活動について 

































自宅の前に直径が 2 メートルほどの大きな水車を設置している 60 代の男性は「水車
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